
おきかえて たしかめる こそあど言葉
小3／1まいめ　こうほを ――の ところに 入れて 読んで みよう

なまえ

ひづけ

――の こそあど言葉が さして いる ものを ①〜③から えらんで、番号を 書きましょう。
①〜③を 1つずつ ――の ところに 入れて、上の 文と 合うか たしかめましょう。

1 朝は ジュース、昼は お茶、夜は 牛にゅうを のみました。

こうほ ① お茶 ② 牛にゅう ③ ジュース

（1） 昼は それを コップに 入れて のみました。

（2） 夜は それを 半分だけ のみました。

2 土曜日は こうえん、日曜日は プール、月曜日は としょかんへ 行きました。

こうほ ① プール ② としょかん ③ こうえん

（1） 土曜日は そこで 弟と 待ち合わせを しました。

（2） 月曜日は そこまで 自転車で 行きました。

3 げんかんに 父の かさと、弟の ボールと、ぼくの 長ぐつが あります。

こうほ ① かさ ② ボール ③ 長ぐつ

（1） 弟は 自分の それを 外へ 持って いきました。

（2） ぼくは 自分の それを ぞうきんで ふきました。

4 朝は 川へ、昼は 山へ、夕方は 小学校へ 行きました。

こうほ ① 山 ② 小学校 ③ 川

（1） 昼は そこで 少し 休みました。

（2） 朝は そこで しゃしんを とりました。

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「こそあど言葉・接続語」のプリント一覧がひらきます



おきかえて たしかめる こそあど言葉
小3／2まいめ　4つの こうほから えらび、つかわない こうほも 見つけよう

なまえ

ひづけ

――の こそあど言葉が さして いる ものを ①〜④から えらんで、番号を 書きましょう。
さいごに、どの 文にも 当てはまらなかった こうほの 番号を、
「つかわない こうほ」の □に 書きましょう。

1 姉は ノート、兄は はさみ、妹は ぼうし、ぼくは コップを 買いました。

こうほ ① ノート ② はさみ ③ ぼうし ④ コップ

（1） 兄は 買った それを ふくろに 入れました。

（2） ぼくは 買った それに 名前を 書きました。

（3） 妹は 買った それを 先生に 見せました。

つかわない こうほ

2 父は プール、母は 花や、姉は ゆうびんきょく、ぼくは 本やへ 行きました。

こうほ ① プール ② 花や ③ ゆうびんきょく ④ 本や

（1） 母は そこで となりの 人と 話しました。

（2） ぼくは そこで 友だちに 会いました。

（3） 父は そこで かさを わすれました。

つかわない こうほ

3 母は なべ、父は フォーク、兄は タオル、姉は せっけんを 持って きました。

こうほ ① せっけん ② なべ ③ フォーク ④ タオル

（1） 父は 持って きた それを たなに しまいました。

（2） 姉は 持って きた それを ふくろから 出しました。

（3） 母は 持って きた それを 台の 上に おきました。

つかわない こうほ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「こそあど言葉・接続語」のプリント一覧がひらきます



おきかえて たしかめる こそあど言葉
小3／3まいめ　さして いる 言葉を 文章から さがして 書こう

なまえ

ひづけ

――の こそあど言葉が さして いる 言葉を、上の 文から さがして そのまま 書きましょう。
こうほは ならんで いません。上の 文の 中に 答えが かくれて います。

1 ふでばこに 兄の ものさし、姉の のり、ぼくの えんぴつ、妹の けしゴムが あります。

（1） ぼくは 自分の それを 先に 出しました。

（2） 妹は 自分の それを なくして しまいました。

（3） 兄は 自分の それを かばんに 入れました。

2 兄は としょしつ、姉は ほけんしつ、ぼくは たいいくかん、妹は おんがくしつへ 行きました。

（1） ぼくは そこで 友だちを まちました。

（2） 妹は そこで 先生と 話しました。

（3） 姉は そこで 名前を よばれました。

3 かばんに 姉の ハンカチ、兄の 水とう、ぼくの とけい、妹の バナナが あります。

（1） 妹は 自分の それを 母に わたしました。

（2） ぼくは 自分の それを つくえに おきました。

（3） 姉は 自分の それを かばんから 出しました。

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「こそあど言葉・接続語」のプリント一覧がひらきます



おきかえて たしかめる こそあど言葉
小3／4まいめ　3行の お話を 読んで、はなれた 行の 言葉を 見つけよう

なまえ

ひづけ

――の こそあど言葉が さして いる ものを ①〜③から えらんで、番号を 書きましょう。
そのうえで、その 言葉が 1〜3の どの 行に あるかも 書きましょう。
すぐ 前の 行に 出て くる 言葉が 答えとは かぎりません。

こうほの 番号 行

1 1 おし入れに 兄の ラッパと、姉の ギターが あります。
2 たなの 上には ぼくの たいこが おいて あります。
3 母が たいこを となりの へやへ はこびました。

こうほ ① ラッパ ② たいこ ③ ギター

（1） 兄は 自分の それを おし入れから 出しました。 行

（2） 姉は 自分の それを 友だちに 見せました。 行

2 1 土曜日は どうぶつ園、日曜日は すいぞくかんへ 行きました。
2 月曜日は ゆうえんちへ 行きました。
3 火曜日に どうぶつ園の 前を 通りました。

こうほ ① どうぶつ園 ② ゆうえんち ③ すいぞくかん

（1） 月曜日は そこで しゃしんを たくさん とりました。 行

（2） 日曜日は そこで おべんとうを 食べました。 行

3 1 つくえの 上に 姉の ふうとうと、ぼくの きってが あります。
2 引き出しの 中には 母の 毛糸が 入って います。
3 妹が ふうとうを 持って いきました。

こうほ ① きって ② 毛糸 ③ ふうとう

（1） ぼくは 自分の それを 父に 見せました。 行

（2） 母は 自分の それを 妹に わたしました。 行

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「こそあど言葉・接続語」のプリント一覧がひらきます



おきかえて たしかめる こそあど言葉
小3／5まいめ　もの・ばしょ・こと が まざった しあげの 1まい

なまえ

ひづけ

――の こそあど言葉が さして いる ものを ①〜③から えらんで、番号を 書きましょう。
組ごとに、さして いるのが もの・ばしょ・こと の どれかも 書きましょう。

1 おぼんに ぼくの おさら、兄の メロン、妹の ジュースが のって います。

こうほ ① おさら ② メロン ③ ジュース

（1） 兄は 自分の それを 自分の 前に おきました。

（2） 妹は 自分の それを テーブルへ はこびました。

さして いるのは（もの・ばしょ・こと）

2 ぼくは なわとびで 百回 とび、兄は 遠足に 行き、姉は かぜを ひきました。

こうほ ① 遠足に 行った こと ② かぜを ひいた こと ③ 百回 とんだ こと

（1） 兄は その ことを 日記に 書きました。

（2） ぼくは その ことを 先生に 話しました。

さして いるのは（もの・ばしょ・こと）

3 朝は びょういん、昼は としょかん、夕方は パンやへ 行きました。

こうほ ① びょういん ② としょかん ③ パンや

（1） 朝は そこで 近所の 人に 会いました。

（2） 昼は そこで 一時間 すごしました。

さして いるのは（もの・ばしょ・こと）

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「こそあど言葉・接続語」のプリント一覧がひらきます



おきかえて たしかめる こそあど言葉【こたえ】
小3／1まいめ　こうほを ――の ところに 入れて 読んで みよう

なまえ

ひづけ

赤い 数字が こたえです。下の 行は、きめての 言葉と、上の 文で それと むすびつく こうほです。
近い 言葉や はじめの 言葉を えらんで いたら、入れて 読んで たしかめましょう。

1 朝は ジュース、昼は お茶、夜は 牛にゅうを のみました。

こうほ ① お茶 ② 牛にゅう ③ ジュース

（1） 昼は それを コップに 入れて のみました。 ①

（2） 夜は それを 半分だけ のみました。 ②
（1）「昼」→ お茶　／　（2）「夜」→ 牛にゅう

2 土曜日は こうえん、日曜日は プール、月曜日は としょかんへ 行きました。

こうほ ① プール ② としょかん ③ こうえん

（1） 土曜日は そこで 弟と 待ち合わせを しました。 ③

（2） 月曜日は そこまで 自転車で 行きました。 ②
（1）「土曜日」→ こうえん　／　（2）「月曜日」→ としょかん

3 げんかんに 父の かさと、弟の ボールと、ぼくの 長ぐつが あります。

こうほ ① かさ ② ボール ③ 長ぐつ

（1） 弟は 自分の それを 外へ 持って いきました。 ②

（2） ぼくは 自分の それを ぞうきんで ふきました。 ③
（1）「弟」→ ボール　／　（2）「ぼく」→ 長ぐつ

4 朝は 川へ、昼は 山へ、夕方は 小学校へ 行きました。

こうほ ① 山 ② 小学校 ③ 川

（1） 昼は そこで 少し 休みました。 ①

（2） 朝は そこで しゃしんを とりました。 ③
（1）「昼」→ 山　／　（2）「朝」→ 川

いちごドリル プリント



おきかえて たしかめる こそあど言葉【こたえ】
小3／2まいめ　4つの こうほから えらび、つかわない こうほも 見つけよう

なまえ

ひづけ

赤い 数字が こたえです。いちばん 下の 赤い 数字が、つかわない こうほです。
3つの 文に 入れて 読んで、どれにも 合わない こうほを さいごまで のこします。

1 姉は ノート、兄は はさみ、妹は ぼうし、ぼくは コップを 買いました。

こうほ ① ノート ② はさみ ③ ぼうし ④ コップ

（1） 兄は 買った それを ふくろに 入れました。 ②

（2） ぼくは 買った それに 名前を 書きました。 ④

（3） 妹は 買った それを 先生に 見せました。 ③

つかわない こうほ ①
（1）「兄」→ はさみ　／　（2）「ぼく」→ コップ　／　（3）「妹」→ ぼうし

2 父は プール、母は 花や、姉は ゆうびんきょく、ぼくは 本やへ 行きました。

こうほ ① プール ② 花や ③ ゆうびんきょく ④ 本や

（1） 母は そこで となりの 人と 話しました。 ②

（2） ぼくは そこで 友だちに 会いました。 ④

（3） 父は そこで かさを わすれました。 ①

つかわない こうほ ③
（1）「母」→ 花や　／　（2）「ぼく」→ 本や　／　（3）「父」→ プール

3 母は なべ、父は フォーク、兄は タオル、姉は せっけんを 持って きました。

こうほ ① せっけん ② なべ ③ フォーク ④ タオル

（1） 父は 持って きた それを たなに しまいました。 ③

（2） 姉は 持って きた それを ふくろから 出しました。 ①

（3） 母は 持って きた それを 台の 上に おきました。 ②

つかわない こうほ ④
（1）「父」→ フォーク　／　（2）「姉」→ せっけん　／　（3）「母」→ なべ

いちごドリル プリント



おきかえて たしかめる こそあど言葉【こたえ】
小3／3まいめ　さして いる 言葉を 文章から さがして 書こう

なまえ

ひづけ

赤い 言葉が こたえです。下の 行は、きめての 言葉と、上の 文で それと むすびつく 言葉です。
上の 文に 出て くる 言葉を、そのまま 書き写して いれば 正かいです。

1 ふでばこに 兄の ものさし、姉の のり、ぼくの えんぴつ、妹の けしゴムが あります。

（1） ぼくは 自分の それを 先に 出しました。 えんぴつ

（2） 妹は 自分の それを なくして しまいました。 けしゴム

（3） 兄は 自分の それを かばんに 入れました。 ものさし

（1）「ぼく」→ えんぴつ　／　（2）「妹」→ けしゴム　／　（3）「兄」→ ものさし

2 兄は としょしつ、姉は ほけんしつ、ぼくは たいいくかん、妹は おんがくしつへ 行きました。

（1） ぼくは そこで 友だちを まちました。 たいいくかん

（2） 妹は そこで 先生と 話しました。 おんがくしつ

（3） 姉は そこで 名前を よばれました。 ほけんしつ

（1）「ぼく」→ たいいくかん　／　（2）「妹」→ おんがくしつ　／　（3）「姉」→ ほけんしつ

3 かばんに 姉の ハンカチ、兄の 水とう、ぼくの とけい、妹の バナナが あります。

（1） 妹は 自分の それを 母に わたしました。 バナナ

（2） ぼくは 自分の それを つくえに おきました。 とけい

（3） 姉は 自分の それを かばんから 出しました。 ハンカチ

（1）「妹」→ バナナ　／　（2）「ぼく」→ とけい　／　（3）「姉」→ ハンカチ

いちごドリル プリント



おきかえて たしかめる こそあど言葉【こたえ】
小3／4まいめ　3行の お話を 読んで、はなれた 行の 言葉を 見つけよう

なまえ

ひづけ

左の 赤い ○数字が こうほの 番号、右の 赤い 数字が その 言葉の ある 行です。
3行目に 出て くる 言葉は、どちらの 文にも 当てはまりません。

こうほの 番号 行

1 1 おし入れに 兄の ラッパと、姉の ギターが あります。
2 たなの 上には ぼくの たいこが おいて あります。
3 母が たいこを となりの へやへ はこびました。

こうほ ① ラッパ ② たいこ ③ ギター

（1） 兄は 自分の それを おし入れから 出しました。 ① 行 1

（2） 姉は 自分の それを 友だちに 見せました。 ③ 行 1
（1）「兄」→ ラッパ　／　（2）「姉」→ ギター

2 1 土曜日は どうぶつ園、日曜日は すいぞくかんへ 行きました。
2 月曜日は ゆうえんちへ 行きました。
3 火曜日に どうぶつ園の 前を 通りました。

こうほ ① どうぶつ園 ② ゆうえんち ③ すいぞくかん

（1） 月曜日は そこで しゃしんを たくさん とりました。 ② 行 2

（2） 日曜日は そこで おべんとうを 食べました。 ③ 行 1
（1）「月曜日」→ ゆうえんち　／　（2）「日曜日」→ すいぞくかん

3 1 つくえの 上に 姉の ふうとうと、ぼくの きってが あります。
2 引き出しの 中には 母の 毛糸が 入って います。
3 妹が ふうとうを 持って いきました。

こうほ ① きって ② 毛糸 ③ ふうとう

（1） ぼくは 自分の それを 父に 見せました。 ① 行 1

（2） 母は 自分の それを 妹に わたしました。 ② 行 2
（1）「ぼく」→ きって　／　（2）「母」→ 毛糸

いちごドリル プリント



おきかえて たしかめる こそあど言葉【こたえ】
小3／5まいめ　もの・ばしょ・こと が まざった しあげの 1まい

なまえ

ひづけ

赤い 数字が こたえ、その 下の 赤い 字が さして いる しゅるいです。
「こと」は、前に 書いて ある 「〜した こと」を まとめて さして います。

1 おぼんに ぼくの おさら、兄の メロン、妹の ジュースが のって います。

こうほ ① おさら ② メロン ③ ジュース

（1） 兄は 自分の それを 自分の 前に おきました。 ②

（2） 妹は 自分の それを テーブルへ はこびました。 ③

さして いるのは（もの・ばしょ・こと） もの
（1）「兄」→ メロン　／　（2）「妹」→ ジュース

2 ぼくは なわとびで 百回 とび、兄は 遠足に 行き、姉は かぜを ひきました。

こうほ ① 遠足に 行った こと ② かぜを ひいた こと ③ 百回 とんだ こと

（1） 兄は その ことを 日記に 書きました。 ①

（2） ぼくは その ことを 先生に 話しました。 ③

さして いるのは（もの・ばしょ・こと） こと
（1）「兄」→ 遠足に 行った こと　／　（2）「ぼく」→ 百回 とんだ こと

3 朝は びょういん、昼は としょかん、夕方は パンやへ 行きました。

こうほ ① びょういん ② としょかん ③ パンや

（1） 朝は そこで 近所の 人に 会いました。 ①

（2） 昼は そこで 一時間 すごしました。 ②

さして いるのは（もの・ばしょ・こと） ばしょ
（1）「朝」→ びょういん　／　（2）「昼」→ としょかん

いちごドリル プリント


